
補 聴 器 購 入 助 成 制 度 の 創 設 に つ い て  

 

         質 問 者  大  坪  国  広   

 

加 齢 性 難 聴 は 、 高 齢 者 の 半 数 に あ る と 推 計

さ れ る 。 難 聴 に な る と 、 家 族 や 社 会 か ら 孤 立

し や す く 、 引 き こ も り や 認 知 症 に な る リ ス ク

が 高 ま る 。 そ こ で 次 の ３ 点 に つ い て 、 町 長 の

所 見 を 伺 う 。 ① 高 齢 者 の 難 聴 と 補 聴 器 使 用 の

重 要 性 に つ い て の 認 識 は 。 ② 難 聴 の 早 期 発 見

の た め 、 講 座 の 開 催 や 相 談 窓 口 を 設 置 す べ き

で は 。 ③ 補 聴 器 の 購 入 の た め 、 都 の 「 高 齢 社

会 対 策 区 市 町 村 包 括 補 助 事 業 」 を 活 用 し 「 補

聴 器 購 入 助 成 制 度 」を 創 設 す べ き と 考 え る が 。 


